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乳がん患者のトータルケアをめざして










































































【はじめに】 末梢血リンパ球の約 70％を占める T細胞
には CD4陽性細胞と CD8陽性細胞がある.さらに前者













































期の PCPS導入が有効であり,また PCPS導入 72時間
前後が離脱可能か否か見極めの時期である可能性を報告
した (Int Heart J 47:575-584,2006).また,体外循環使用
下心臓大血管術後の急性重症心不全に対し PCPSを要
した症例を retrospectiveに検討し, PCPS離脱群と非離
脱群の間に, PCPS導入前から導入後 96時間までに
APACHE IIスコア,尿量,血清乳酸値,総ビリルビン値
等に有意差を認めた結果から,導入後 96時間までに状
態の改善しない場合の予後は不良であり,より高度な補
助循環の使用等により進行する他臓器不全を未然に防ぐ
ことが成績の向上につながることを報告した (Int Heart
 
J 48:743-754,2007).さらに,PCPSを要した劇症型心筋
炎症例の臨床経過を retrospectiveに検討し, PCPS離脱
率および生存率はともに 75％で, PCPS離脱症例では
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